
- 1 - 

80.8

93.8

90.5

90.0

82.9

82.1

19.2

6.3

9.5

10.0

17.1

17.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳児（１歳未満）がいる

（26人）

幼児（１歳から就学前）がいる

（80人）

介護を必要とする人がいる

（84人）

障がいのある人がいる

（90人）

病気療養中の人がいる

（70人）

ひきこもり、閉じこもりがちな

人がいる（28人）

している していない 無回答無回答

白岡市第３期地域福祉計画に係るアンケート結果 

アンケート結果の中から、地域課題に関して特徴的な内容について、その一部をご紹介します。 

 

 

１  近所でのあいさつについて 

○市民アンケートから［報告書 P10 （問８）］ 

 

問  自分から近所の人にあいさつをしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家族状況別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料５ 

している

89.4%

していない

10.1%

無回答

0.5%
市民アンケートでは、自分からあいさ

つを「している」が89.4％で多くなって

います。 

家族状況別にみると、あいさつを「していない」という割合は、乳児（１歳未満）がいる世帯

では19.2％、ひきこもり、閉じこもりがちな人がいる世帯では17.9％、病気療養中の人がいる世

帯では17.1％となっており、全体平均の10.1％を上回っています。 

乳児（１歳未満）がいる 
（26人） 

幼児（１歳から就学前）がいる 
（80人） 

介護を必要とする人がいる 
（84人） 

障がいのある人がいる 
（90人） 

病気療養中の人がいる 
（70人） 

ひきこもり、閉じこもりがちな
人がいる（28人） 
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２  ボランティア活動等の参加状況 

○市民アンケートから［報告書 P29 （問16）］ 

 

問 地域や行政区の手伝い、ボランティア活動などに 

参加していますか。［１つ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  必要だと思うボランティア活動 

○市民アンケートから［報告書 P30 （問17）］ 

 

問 あなたが今お住まいの地域で、特に必要だと思う 

ボランティア活動は何ですか。 

［あてはまるものすべてに○］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

よく参加している

3.8%

参加している

8.6%

参加した

ことがある

34.7%

参加したこと

がない

50.4%

無回答

2.5%

市民アンケートでは、地域や行政区の

手伝い、ボランティア活動などに参加し

ているかについては、「よく参加してい

る」、「参加している」、「参加したことがあ

る」を合わせると、参加の割合は47.1％で

約５割となっています。 

一方、「参加したことがない」は50.4％

で、参加していない割合も約５割と多く

なっています。 

市民アンケートでは、住んでいる地域

で特に必要だと思うボランティア活動に

ついて、「高齢者の手助け・見守り」が

32.4％で最も多く、続いて「災害時の安否

確認・避難の手伝い」が31.1％、「交通安

全・防犯活動」が30.3％となっています。 

32.4 

31.1 

30.3 

23.0 

19.3 

10.7 

10.7 

8.6 

6.5 

6.1 

0.0 20.0 40.0

高齢者の手助け・見守り

災害時の安否確認・避難の

手伝い

交通安全・防犯活動

地域の清掃・美化活動

子どもの手助けや子育て

支援

健康づくりの手助け

自然環境保護・リサイクル

障がい者（児）の手助け・

見守り

スポーツやレクリエーション

の手伝い

趣味や生涯学習の手伝い

（％）

高齢者の手助け・見守り 

災害時の安否確認・避難の手

伝い 

交通安全・防犯活動 

地域の清掃・美化活動 

子どもの手助けや子育て支援 

健康づくりの手助け 

自然環境保護・リサイクル 

障がい者（児）の手助け・見守

り 

スポーツやレクリエーション

の手伝い 

趣味や生涯学習の手伝い 
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４  ボランティア団体の活動上の課題 

○ボランティア団体アンケートから［報告書 P82 （問２）］ 

 

問 ボランティア活動上の課題や問題点はありますか。 

［３つ以内］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

66.7 

55.6 

27.8 

22.2 

16.7 

16.7 

5.6 

0.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

会員が高齢化している

新しい会員が入ってこない

活動内容の周知が難しい

活動場所の確保が難しい

活動に経費がかかる

リーダーが不足している

ボランティア活動に対して、

地域の理解が足りない

他の団体や関係機関と

連携がとれない

（％）
ボランティア団体のアンケート

で、活動上の課題や問題点について

たずねたところ、「会員が高齢化して

いる」が66.7％で最も多く、続いて

「新しい会員が入ってこない」が

55.6％、「活動内容の周知が難しい」

が27.8％となっています。 

会員が高齢化している 

新しい会員が入ってこない  

活動内容の周知が難しい 

活動場所の確保が難しい 

活動に経費がかかる 

リーダーが不足している 

ボランティア活動に対し
て、地域の理解が足りない 

他の団体や関係機関と連携
がとれない 
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3.8

21.3

4.8

5.6

2.9

10.7

57.7

51.3

34.5

41.1

40.0

25.0

11.5

13.8

19.0

14.4

15.7

10.7

26.9

13.8

38.1

36.7

37.1

53.6

0.0

0.0

3.6

2.2

4.3

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳児（１歳未満）がいる

（26人）

幼児（１歳から就学前）がいる

（80人）

介護を必要とする人がいる

（84人）

障がいのある人がいる

（90人）

病気療養中の人がいる

（70人）

ひきこもり、閉じこもりがちな

人がいる（28人）

よく参加する たまに

参加する

あまり参加

していない

ほとんど参加

したことがない
無回答無回答

 

５  地域行事等への参加状況 

○市民アンケートから［報告書 P15 （問11）］ 

 

問 地域のお祭りやイベントに参加していますか。 

[１つ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【家族状況別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

よく参加する

9.8%

たまに

参加する

33.4%

あまり

参加していない

24.8%

ほとんど

参加したことが

ない

30.2%

無回答

1.8%

乳児（１歳未満）がいる 
（26人） 

幼児（１歳から就学前）がいる 
（80人） 

介護を必要とする人がいる 
（84人） 

障がいのある人がいる 
（90人） 

病気療養中の人がいる 
（70人） 

ひきこもり、閉じこもりがちな
人がいる（28人） 

 

市民アンケートでは、地域のお祭りや

イベントといった地域行事等への参加状

況については、「よく参加する」と「たま

に参加する」を合わせると、地域行事に

参加している割合は43.2％となっていま

す。 

一方、「あまり参加していない」、「ほと

んど参加したことがない」を合わせると

55.0％となり、参加していない割合が５

割を超えています。 

家族状況別にみると、「ほとんど参加したことがない」は、介護を必要とする人のいる世帯は

38.1％、障がいのある人がいる世帯は36.7％、病気療養中の人がいる世帯では37.1％、ひきこも

り・閉じこもりの人がいる世帯では53.6％となっており、全体平均の30.2％を上回っています。 
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3.5

15.3

16.1

5.4

6.1

10.0

13.9

30.6

41.8

36.4

30.2

32.7

29.4

36.5

32.9

17.3

16.1

28.9

26.1

29.4

21.2

32.9

25.5

31.4

35.6

33.9

26.4

26.3

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

5.0

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～29歳

（ 85人）

30～39歳

（ 98人）

40～49歳

（118人）

50～59歳

（149人）

60～69歳

（165人）

70～79歳

（201人）

80歳以上

（137人）

よく参加する たまに

参加する

あまり参加

していない

ほとんど参加

したことがない
無回答無回答

 

【年齢別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域行事等への参加状況（「よく参加する・たまに参加する」割合の年齢別経年比較） 

 

  令和元年度 令和６年度 
R元→R６ 

差 

全  体 43.5 43.2 0.3 

年齢別 18～29歳 22.7 34.1 11.4 

 30～39歳 43.7 57.1 13.4 

 40～49歳 47.1 52.5 5.4 

 50～59歳 36.1 35.6 -0.5 

 60～69歳 47.3 38.8 -8.5 

 70～79歳 52.6 39.4 -13.2 

 80歳以上 39.1 50.4 11.3 

 

  

年齢別にみると、よく参加する」と「たまに参加する」の合計が50％以上となるのは、30～39

歳、40～49歳、80歳以上となっています。 

「よく参加する・たまに参加する」

割合を年齢別に前回のアンケートと

比較してみると、30歳代などの若い

年代で参加割合が増えています。一

方、60歳代や70歳代では、減少しま

した。 
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６  地域の中で気がかりな人 

○民生委員・児童委員アンケートから［報告書 P72 （問４）］ 

 

問 地域の中で、次のような、見守り等が必要な人や気にか 

かる人（何らかの課題を抱えている人）はいらっしゃいま 

すか。［あてはまるものすべて］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７  地域福祉を推進していくために重要なこと（上位項目） 

○民生委員・児童委員アンケートから［報告書 P79 （問10）］ 

 

問 白岡市で『地域福祉』を推進していくために重要なこと 

は何だと思いますか。［３つ以内］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80.6

60.2

19.4

13.3

12.2

8.2

7.1

7.1

5.1

5.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

高齢者のひとり暮らしの世帯

高齢者のみの世帯

認知症の人

ひきこもりや閉じこもり

障がいのある人

生活困窮者

病気療養中の人

中高年の子どもの生活を支える

高齢者の親の世帯（8050問題）

虐待の疑いがある家庭

金銭管理などで気がかりな人

（％）

民生委員・児童委員のアンケート

で、地域の中で見守り等が必要な人

や何らかの課題を抱えていて気にか

かる人がいるかをたずねました。そ

の結果、「高齢者のひとり暮らしの世

帯」と「高齢者のみの世帯」が多く

なっています。また、「認知症の人」、

「ひきこもりや閉じこもり」、「障が

いのある人」が10％台となっていま

す。 

民生委員・児童委員のアンケート

で、白岡市で『地域福祉』を推進し

ていくために重要なことについて

は、「地域での支え合いの仕組みや

きっかけをつくる」が37.8％で最も

多く、続いて「子どもから働く世代、

高齢者など、幅広い世代の交流活動

を進める」が35.7％、「身近な地域に

おけるサロンなど、住民交流の場を

充実する」が32.7％となっています。 

住民のつながりが「カギ」となっ

ています。 

37.8

35.7

32.7

31.6

28.6

0.0 20.0 40.0 60.0

地域での支え合いの仕組みや

きっかけをつくる

子どもから働く世代、高齢者

など、幅広い世代の交流活動

を進める

身近な地域におけるサロン

など、住民交流の場を

充実する

地域の防災・防犯活動を充実

する

福祉サービスなどの情報提供

を充実する

（％）

地域での支え合いの仕組みや

きっかけをつくる 

子どもから働く世代、高齢者
など、幅広い世代の交流活動
を進める 

身近な地域におけるサロンな

ど、住民交流の場を充実する 

地域の防災・防犯活動を充実

する 

福祉サービスなどの情報提供

を充実する 

 


